
看護学科 
 

 

ディプロマ・ポリシー＜DP＞（学位授与の方針） 

                                                                        

本学科に 3年以上在学し、本学の「建学の精神」「教育理念」「教育目標」に基づいて設

定した学科の授業科目を履修し、規定する必要単位を修得した学生は、次の到達目標に達

した人材であると認定し、｢短期大学士｣の学位を授与いたします。 

到達目標 

(1)人は、身体的・精神的・社会的側面を持つ存在と理解している。 

(2)看護対象者の健康段階・発達段階に応じた看護を実践している。 

(3)看護の本質を学び、自己の看護観をもっている。 

(4)学修を通して、状況に応じた人間関係を築いている。 

(5)自己成長のための努力をしている。 

(6)地域の特性を理解し看護に反映している。 

 

 



２）建学の精神と到達目標との関係 

 

 

１．ケアスペシャリストとしての人間性と倫理観の育成 

２．ケアスペシャリストに必要な専門的知識・技術・思考能力

の育成 

３．保健医療福祉および教育の地域における多様

化・個別化するニーズに応える実践能力の育成 

１．体系化された実践科学としての看護学を修得し、実践応

用の力を身につける。 

２．豊かな人間性を持った社会性のある看護専門職者として

基本的な能力を身につける。 

３．看護専門職者としての意識、責任感、倫理観を身につけ

る。 

５. 国家試験に合格する看護の知識と技術水準を身につける 
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＜ケアスペシャリストの育成の５本の柱＞ 

・ひとの命と健康を考える  ・ひとの可能性を考える  ・ひとの生活を考える 

・ひとの権利を考える    ・学修の基礎力を培う 

１．保育士および幼稚園教諭・介護福祉士・看護師として、

「命・可能性・権利を保障し、その人らしい生活を支えるケ

アスペシャリスト」の育成 

２．地域の保健医療福祉および教育に貢献できる人

材の育成 
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１．人のからだのしくみと健康を理解し、一人の人間を統合的に理解できる。 

２．看護対象者の健康レベル、発達段階レベルを含め、多様な背景を考慮して、幅広い 視野からヘルスニーズを把握でき

る。 

３．看護学を科学としてとらえ、論理性をもって判断し創造する力を身につける。 

４．あらゆる健康レベルおよび発達段階にある看護対象者に応じた質の高い看護を実践するための基礎的能力を身につけ

る。 

５．人の生命や生きる営みを支えるために、人々への人間的関心を深め、豊かな人間性を築くことができる能力を身につけ

る。 

６．人々の価値の多様性を認め、人間の尊厳・権利を尊重し、自己を客観視できる。 

７. 地域社会における保健医療福祉の分野で看護が担うべき役割を認識し、ケアマネジメントできる能力を身につけ、多職

種と協働できる基礎的能力がある。 

 人道主義： ひとと交わり人ひとを育てひとに誠意を尽くす人間性の涵養 

自己研鑽の精神： 自立した専門職業人の育成 

４．看護専門職者として地域の特性を見極めた看

護が提供できる能力を身につける。 


